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厚 昭和50:i:l=什同区実施された風観岳支右墓群

の確認調査は3週間だらず(l短期間ではござ

いましたが、無事終了するととガできました。

風観岳鞍部一橋に叡在している本遺跡は昭

和45年Y訓1横断高速自動車道の建設構想に伴

なって、県教育委員会が大村湾東岸地区埋蔵

文化財分布調査を実施しだ折に発見されたも

のであります。

周知の如く、 50'石纂は我国に於ては加川西

北部に多く分布する特殊なi貫墓で学術的lこも

非常に重要であるということから、そoj'f'存

保護1こ努めてきましたガ、一昨年その一部ガ

損壊されていることを発見し、今回、園、県

の指導を得て、緊急C確認調査を実施したも

のであります。本書はその調富匠告書であり、

郷土の歴史研究、教育仁活用していただけれ

ぱ幸いです。発刊にあたり、調査を担当して

いだだいだ県教育委員会をはじめ、 J山よく御

承諾いただい疋主的所有者関係各位に厚<御

礼申しょげます。

昭和51年3月抗日

諌早市教育長
ノ¥

立工
コk
不不 遠
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凡 例 1 本書は風観岳吏石墓群の基数確認と保護
策策定の疋め、昭和50年度国庫補聞事業と

して行つだ調査報告書である。

2.調査期日

昭和50年竹月5日附~刊月23日旧)

3.調査は長崎県文化課にあ願いし疋。

調査員正林護、田川肇、劃島和明

4.調査協力者

大村市教育委員会、古賀力、古賀佐徳

(文化問保護指導員〉、栄田広酒(破篭井

町町内会長弘前原正平(下大渡野町町内

会長〉、藤田秋義、岸村夫、中島正一、

富田清二、山口要菌、藤田敏章、平原去る罵、

村崎昭雄、清水勝、荒木幸典、出取組広

荒木作義、荒木定市〈土地所有者〉。

5.地形図および支石墓配置図の作成につい

ては市耕地課にお願いし疋。

6.本書に収録レ定石器、土器の縮尺は下記

のとおりである。

石器 実測図 2/3 写真 2/3

土器 実測図 1/2 写真 2/3

7 出土遺物および採集遺物はすべて県文化

課に保管してある。

8.吏石墓の番号は、確実なものおよ孤軍実

性ガ強いものは第T号~第20号まで、不明

確であるガ要注意のものについては混乱を

さげるだめ叩O番台の番号を附しだ。

9.捧石の重量については、玄武岩の比重を

2.87として計算しだ。

10.本報告書作成にあ疋り溝口美津代、望月

恭子、山口恒子各嬢の協力を得だ。

刊本書の執筆は、 1C正林〉、 2C田!11)、

3 C;U昌弘 4(田)11、副島〉、 5(副島、

高野〉、 6(高野〉と分担し疋。

12.写真撮影は劃島ガ担当し疋。

13.本書の編集は田川ガ担当しだ。

(文中醸概略〉

調査参加者および協力者
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(6) 

4調査|こ至る
まで

風観岳支ぞ=墓群の所存ガ容認され疋のは、

閉王r45汀である。ごの作2月、長官、大分画

県聞を活ぷJ1_.1¥ド偽Ifr高P自動重道の構想ガ

公表されだ。長崎輿文化~Iá、この士士、国庫

椅加を得てl甲蔵文化財分布謂査そそ実腕する乙

とと毛ょったガ、路線通過予定ガ、長崎市と、

大何活頁岸の3市21司に及13iところから、大

村君!東岸地区分布調青として実施した。 この

分有調青で多くの新しい遺跡発見があつだが、

最も卓要な発見の一つ刀風観岳支石墓群であ

つだ。

現地は、諌早、大村の両市農界をなすな芝

うか芯頭部に位置し、一部畑地として開墾さ

円、下部樟造の明瞭芯ものを含めて約10墓ガ

認められ、習、昭和46年2月、位置図作成の

作業を実施し疋。現地は、畑地を舎めて服

遥~i}]\近i最(昭和45年i最影〉東より

置状態lこ近く、現tto，にヂる道路あ狭瞳怠とこ

ろであり、空係者の指導と巡視の頻度を議し

てJ宋誰につとめだガ、 昭相49年夏、鼓患が損

壊さnていること刀判明レど。
県文/ヒE索以、県文化財尋問委員、関係市当

局等と現地協訟を付い、 確認出合と俣護策の

阜急な古案と実施ガ指摘されだ。

調査は、周辺の山脈をも含めて、地8実測

と墓数.lifl!認、一部の遺構|こついての発掘を実

施し疋。訣宅市を事業土体とし、 園、県の構

聞事業として県文化諌ガ中山と怠って調査は

昭和50年秋に実施し疋ガ、調査の立案力ら謂

査の実現まで、文化庁はじめ関係市当局およ

び地元民の万々の努力に負うところガ多力つ

だ。記して深甚の誠意を表し疋い。



2調査経過 昭和45年竹月5日 調査に先き立ち関係各 れで計23基となる。地形測量開始。

万面へあいさつをすませ現地へ向う。昼食後 11月刊日 各吏石墓の写真撮影および夏石

器材収納テントの設営と供養を行う。 墓の傍仁、目印として番号を附し赤<塗つだ

翌白から本格的な確認調査に入るのである 杭を打つ作業にガガる。

ガ、 その万法としては、確実な基数把握を第 竹同12日 第7号支石墓を清掃中すぐ隣接

ーとするので最初の5日間は調査員全員でこ して同形状、同規模の夏石墓を発見。第げ号

れにあだることとし、写真撮影、下部構造の とする。下部構造は稿式石棺と思われる。ま

確認のだめの発掘調査は回数的制隈を受ける 1.::21:掌石聞から歪の破片を採集する。

ので各君きからイ基とし、 2基を調査すること 什月13日午後-14日 雨のだめ作業中.Lt。

としだ。 市役所で今後の作業の打ち合わせをする。

刊月6日-8白 雨の疋め調査できない日 竹月15日 午後2時から→賀市民によびか

もあっ疋万、A地点の調査を行う。確実と害 けて現地見学会を開く。参加者約100人。

え5れるもの1彊 、不確実なもの3基言十18 11月17日-20日 第3号、 8号の揮石をは (7) 

墓をリスト戸ッフする。正林帰庁。 ずす。下部構造は司者とも土拡である。調査

11用 9 日~10自 主として巳地点の調査。 完了後復原する。この間耕作者からの情報を

確定的なものガなく、不確実なもの6基。 こ 墓に確認調査を続け、総数35墓となる。

PLII 遺跡近撮(昭和50年額影)西より
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Fig 1 風観岳支石墓群附近地尭~ 縮尺，_1_5口口口

191 

佐賀県 、一



3位置・環境 諌阜市は長崎県の中央部に位置し、長崎、 ている。又¥鞍部の北西にかけてrL谷部東斜

大村万面、西彼杵半島、島原半島に至る3(通 面上|こち3墓確認されている。(Fig1 . 2) 

路の要所で¥北1ご雄大な多良山麓、東に有明 B地点は、風観岳の山陵部分rL南斜面よの B地点

沼、西に大村湾、南に橘湾と三万沼こ固まれ、 標高約200m~ 205 mlこ位置し.2基確認さ

県下の水田面積を有する。(PLN) れた。その尾根とには郡境¢石積潰構tf数ケ

多良岳、経ケ岳、五家原岳等の多良山麓ガ 所見られる。又、直線距離にして約O印叩東南

発達し、数十条の河川ガ走り山麓裾野仁幾多 万向lこA地点がある。

もの扇状地を形成している。五家原岳を源と 風観岳三芝右墓群¢石材である玄武岩は、こ 石材供給地

し、湯野間11、富川を上流とする本明川は北 の一帯の基盤層でもあり山健全域に渡り自然

から南ヘ流れ、多良山麓裾野と白岳、鼠観岳 露頭ガみられるが、風観岳山]頁より慎吾約230

(標高236m.玄武岩を墓盤とする。〕の山陵 mまでの南斜面と北斜面に特に多数露出して

北東斜面裾野を東南にかけ流れ、小河川を含 いる。それと巴地特ち同様で、支石纂rL石材
(10) 育して下流域に現市街地である扇状地を形成 供給地と考えられる。

し育明海に注いでいる。 第7号支石墓の西則斜面一帯は現自由地で、遺物叡布地

近世|こ確立された長崎街道 (!J¥倉H長崎〉 その地点より縄文時代晩期の土器片、罰J片類

ガフ町村側より風観岳革安部を通り破篭井町に下 を採集した。又、第104害支百墓周囲の標高

って、現在の諌阜二ユタウン¥矢上を抜け 約引5mの平坦な尾根土に同じく晩期の土器

て長崎に至る。風観岳O)~安部はコ町村藩と佐賀 片、石5族、罰」片石器類を多数表採しだ。

藩との藩i莞でもあっ芝。 峰ノ原遺跡A.B地点では縄女時代晩期の周辺関連遺跡

風観岳支石墓群A地点 風観岳支石墓君主A地点、は¥風観岳南斜面の 資料ガ多数発掘されている。(1975年報告書刊

鞍部の標高約215m~192mlこ位置している。 行〉伺様に晩期の遺跡として多良見町伊木

現犬は部畑地が残り、ほとんどガ植林され 力川遺跡ガある。周辺|こは他に縄文時代晩期

ている。鞍部は西から東南にかけ傾斜する首 の遺跡は現在発見されていないが¥将来発見

gsになっている。そd買斜面¥あよびその両 されることを期待しだい。

斜面(こA地点の支石裏群のほとんどガ集中し
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4各支石墓の 風観岳支石裏群は、地形、環境的にみて、 正確な表現をすると受石墓 COolmen)、で 第2雪支石纂

説明
A地宗〔諌早市と大村市の一部〉とB地点(大 はない。立石 CMenhiのである。畑の真中に

付市〉の2地点|ご別けられ、 A地点lごは3，墓¥ 立直している。立石であることは2つのこと

巳地点には2基の支石墓ガ群在する。 が考えられる。すなわち、築造当時は麦石窒

確認調査によって下部構造ガ明確で、ある であったが、いつの頃か草剤乍に邪魔になると

いはそうでなくても日周震に支石墓と考えられ じて畑の端まで運ばずにいくらかでも桝乍直

るものとそうでないものとに別け¥それぞれ 積を広〈しようとして立てた場合と築造当時

第T号~第2[)号、第101号~第115号の番号 から立直したままの場合である。後者の場合

を附した。 は多分に各ゲJレブごとの標式的意味合いを

以下各支石墓ごとに説明を加えてゆく。 もつものと考えられる。 A地点における立石

は2例ある。(第110号〕

現在1露出している部分は，160cmx90cmx40 

第T号支石墓 風観岳山麓の西斜白鼠喜216mのA地点の mで¥ど江立深く入っているかは不明。

支石墓の中では 番高所に形成されている。 CPL 2-1、2-2j

畑の開墾時|こ下部構造である箱式石棺ガ半分

位壊されて露出している。現在、側板石と貝

られる約70mの板石ガ7枚で700kgに近いj掌 風観岳.~'安部のなだらかに傾斜する北斜面 第3号支石墓

石を麦えている。板石の上には¥風観岳支石 上江標高約引omに位置する。現犬はj田地で、
墓群に普遍的に見られる下部構造の構築法で 周囲には第 T 号~2号， 103号支石墓ガあり

ある数慢のIJIt反石をのせ蓋石としている。 以前にはこの斜面上帯に相当数の支石墓ガ

痔石はほぼ方形で犯行cmx125cm、厚さ約 存在していだと考えられる。 〈畑地耕作の際

15mを言十る。程式石棺の方向!ま¥北西から東 に除去し¥胃屈の畑地の石垣、及び側溝の雨

南。CPL1 -1，1 -2) 側に立てかけてある。又¥近年庭石に利用す

る淘持ち去る状況等もあり¥今回の確認調査

([.発端の原因でもあっ定。〉
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j掌石 子事百(革、扇平で約 3仕~160 cmx210 cmx3C 

mの台形状を呈し、玄武岩質で重量約2S93kg

と推定される。地形的な傾斜に比べて短翻は

西から東側に傾むき、長車自は、ほlま水牢位置

!とある。十掌石の長車自は北東の方向を向いてい

る。拝右下約5~10cmで、約 1 mx06mの楕

円形状の範囲に黒色土の落ち込み(土I広〕を

積出しだ。その黒色土は粘質性ガ強<，国し」

その土函に扇平な粘板岩の塊石ガ3~4枚程

葉っている。

支石 支石は4個確認出来定。その内3個は¥厚

さ約6~1C加、巾約20~30cmの塊石で\捧石

川 よ婦の北隅にこの3個、下端の南隅に刊固の

5z石ガ使用されている。

下部構造 南1むこ長剖をもち¥長さ約140明、巾約3C

~4C加、深さ約2か~30mのほぼ長方形の土I広

墓であξ。(土地墓の下端は、長さ約130CrI¥ 

巾約20~3C加で\同様に長方形状を呈してい

る。〉土妬の北漏部分の壁|立、一部?覚乱気味の

状況がみられる。叉¥北壁画は間百」を受け大

部分不明であるガ¥棺床面」ゴ乙 部分残されて

おり、その部分までガ土I広墓の範囲と考えら

れる。その北壁の両目1壁面仁端の部分も、

部撹乱を受けている。しガし面開壁は¥垂直

に近し刈犬態で立ち上っている。土埠の南端部

分は浅く、それより約90mの所より約20cmの

段差で一段落ち込みがみられる。又、長方形

工JI2i南端の西壁面lご7枚板石ガ倒れだ状態で

模出され疋ガ、その東壁画はなだらかな傾斜l

で棺床面(こ至るので、その部自~7d:lll睦酉と

して利用された司能生も概に否定出来なし」

又、土1自己木蓋を使用する可能性も十分蓄え

られるので¥その際に扇平な板石を乗せ疋状

況等も考慮する必要ガあるものと怠われる。

又、揮石の東側ぎりぎりに土1広江立置がある。

第3号支石裏の出土遺物はなかっだ。

CFig4 、 PL3~1 、 3~2~3~3)
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Fig4 第3号麦石墓実咽縮尺も



第4号支石墓 昭和45年発見当時の写真である。現在は、 げ、持喜百と下部構造を区別している。これら

第6号支石墓同様lii1i壊されて現存しない。 の板石の下には恐らく穏式石棺が未破壊のま

f事百は、推定160cmx210c作x30cmであり、 ま残存しているものと推定される。箱式石棺

5'石も何個あるかは不明だが見える。模土杖 の寸法は¥模土叔によれば約110cmx55cmで

によれば側板石の 部残存ガあξょうであξ。 ある。三三石と考えて良さそうな石も何個ガ残

J掌石¥側板石の部は耕11'時に取りはずさ 存するガ、持Z百ガなくなってしぎつだ現在、

れ、石垣等に使用されている。鞍部の南西斜 推定にLとどまり確言できない。

百に位置するこの畑|こは、 tじ醐日多くの三E石 PL5-1の手前にある大きな斜めの板状

墓ガあつだと菩えられる。現在， 3墓を確認 石は最近置かれだもので、これもやはり箱式

しているが¥そのうち2墓は工中に埋没して 石棺の石材と害えて差し支えないようである。

おり、下部構造は箱式石棺と考えられる。 同じ畑の中|こあつだのだろう。

CPL4) CPL5-1、5-2)

。。
第5誓支石墓 第4号三E石墓と隣接しており、同斜面の土 沼利48年、長崎県文化課(当時文化財課〕 第6号支石墓

位の畑と雑木椋の境界にふだ抱えもある捧石 ガ実施し疋九州横断高速自動車道建設に伴う

ガ斜面に沿ってずり落ちだような格好であっ 埋蔵文化財の分布調査の際、いわゆる風観岳

芝ガ、昭和49年庭石として持ち去られてしま 三三石墓群の発見の端緒となっ疋記念すべき麦

った。この時第6号支石喜三を含めて数墓1J破 右墓であっ乏が¥昭和49年6月文化財パト口

壊を受け、今回の確認調査となっ定。残念な Jしの際、壊滅していることに気ぱき急拠今

こと|ここの支石墓の捧石の写真はない。 ロ¢確認調査となる起因となっ疋支石墓であ

下部構造ガ残存するかも知れないので¥間 る。写真(耳、昭和初年発見当時のものであり、

辺を少し掘る。不幸中の幸いであっ定。下部 構築法は〉やはり他の同類のものと同様で、箱

構造は破壊されずに残ってい定。やはり¥第 式石棺の上に板状石で蓋をして、さらに小さ

7一号¥第6号、第7号等に普遍的にみられる な板状石を積みあげ¥その土に持Z百を積せて

構築法をとっており¥小さな板状石を積みあ いる。支石の育無、個数は不明である。



箱式石棺の南短辺は損失しており、岡則板 捧百¢閏はわずか数センチメートルしかない〕

モ圧力を受けて広がっている。 1こは支石と考えられる石があるとごろから、

J事百は推定であるが、 130cmX100 cmx22 当然第7号支石墓にもあっ疋とみて差し支え

mで、近辺から産出する玄武岩を使用してい ないと思われる。

る。ぎた、精式石棺の長車由と第百の長車自力ち 捧石l革、風観岳受右墓群の中では比較的大

うように上手に載せており、方向は北西から 形のものに属し、旬ocmx130 cmx35cmで長
東南である。 方形を呈し、重量Ict2481kgである。石質はや

第7号、第17号支石墓と実距離にして僅か はり豆武岩と忠われる。

15mしか離れておらず、第8号、第9号支石 調査終了時に保護のだめ、側溝で掘り取ら

墓等とあわせてTつのグル フを形成してい れた部分ガこれ以上の破損を受け芯し1よ"51こ、

るものと蓄えられる。この畑には、黒耀石量日 ま疋、主聖右ガ落ちないようにisI張りと:tlヒめ

片、 I揖片等の遺物ガ敵干有している。 作業宅正している時に、捧石下、箱式石棺外の

CPL6-1、6-2、6-3) 崩壊し疋東南端の部分から打製石斧CFig7、 (17) 

PL、N)と賓の破片〔口縁部から鯛部!こか

第7号支石墓 現状は、鞍部に東面する斜面の雑木林で¥ けて約話〉を採集し芝。 CFi呂8、PLv) 

第6号支石墓の東南約15mにあり、畑¢側溝 7個体分あると考えられるが、遺物の取りあ

を掘る際、下部構造の箱式石棺を半到立壊し げは¥正式な調査まで待つごととし、原立置

ており、残存する側板右等から推測して箱式 のまま保存している。

右棺の東南の一角であると菩えられる。箱式 また、第17号三五右墓の揮右との聞からも査

石棺¢優原推定値は約100cmx55mである。 破片付固を表採し疋。 CFig8、PLV)

下部構造の特徴は、第?号、第5号、第6 CPL7-1、7-2、7-3、7-4)

号支石墓等1こ普遍的にみられる小さな板状石

を箱式右中官の上に積みあげ、さらに支石を配

していだことであろう。現在、支石¢確認は

できなψ¥tJ、隣接する第17号支石墓(捧石と
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土拡の中からハリ質安山岩製の剥片ガT点

出土する。 (Fig7) 附近は黒耀石剥片、土

器片等ガ敵布しているので、土t広を掘った際

混入しだものと考えられる。

」二百で明確でなガつだ東部輸事日は底部でも

れらの問題は系統的な調査を続けていくこと

によって氷解されていくことであろう。

(Fig5， Pし8-1、8-2、8-3)

土

拡には蓋をのせずに直接捧百を載ゼ疋ガ、あ

るいは木蓋でもあっだのであろうか。底部に

60cmx40cmの楕円形¢肩平な石ガあるが、人

為的に布叡しだものではなく、地山〔黄色粘

質土屋〕に混入している換と考えられる。言U

不明瞭で黒渇色のフ力フ力士己二なり¥終1こ

線を画すことはできなかっ定。

ま芝、明らかに夏石ガ認占とられなかっ定。

風観岳支石塞群は、Al也点とB地点、の2つ

に分けられ、その94%ガ、さらにその中で確

実性が強いもの20墓全部ガA地点に集中して

いる。ま疋， A地点に群在している支石墓群
l耳、第T号~第3号 (3基〕、第4号~第10

号、第17号、第刊号、第20号 C1C基)，第竹

号~第16号 (6基〕と3つのグ)uブに大目u
でき、各グループの中ガらT墓を選び下部構

造¢確認のだめ発掘調査を実施した。

第8号支石墓は、厳部の一書到底い所に位置

する第2グルブ〔このグjレブはA地点の

中でも一番基数も多く、明確な下部構造をも

った一群であり、育望視する 群である。〕の

うちのT墓で、現状|正敏部のなだらかな斜面

第8号支石墓

目的
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葬日はない。

竹月21日写真撮影後¥旧状に復す。

風観岳三E石墓群は、下部構造に箱式石棺を

もち小板石をJJ積むものと土拡墓ガ存在する

ことガ判明し定。しかもその土塩墓は支石を

持つもの(第3号支石墓〕と第8号支石墓の

ように支石を持芝ないものがあることも判明

しだが、反画多く¢問題をも投げかけ疋。こ

の杉林の中に存する。

持石l正肩平で、形状は隅丸万形を皇し160

cm>く160cmx2Cごmを言十る。右質は玄武岩で、

重量を計算すると約1.5tとなる。他の夏石墓

ガ斜面に存し傾斜をもっているのに対し、捧

石はほぼ水平に据えられている。

11月刊日割り付け。捧石の実測。 11月17日

捧石の除去。下部構造は箱式石棺ではなくて

士I広墓であっ芝。東側の輔郭ガ日月健でない。

土塩の寸法は約185cm>く150cmで中央部の深

さは約40cm。断面は梯形を皇す。 CFig5) 

山…刊日…~ : 
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Fig5 第日号支石纂実測図縮尺も



第9号支石墓

(20) 

第10雪支石墓

; 

言語8号支石墓にすぐ隣接して同じ杉林内に

あり、 J掌百は210cm>くりocmx43こmとかなり
大きく、巨石文化の名lこ肌じ芯ν1ものであ呈。

重量も4405.7k呂と重い。

三三石は2個確認されているか下部構造はー

切不明である。

写真撮影のだめ周辺を清掃中、丹塗りの董

の破片1個を採集した。 CFig8、PLV)

附近の模土籾探査の結果、京だかなりの基

数ガ正中に残存9る可能性も強く¥注意を要

する地点、であろう。 CPL9-1、9-2)

第8号、第9号支右墓と同じグルフに層

し、鞍部の最下底部に位置する。現犬は杉1%

で¥附近ー南の模土杖による探査ではかなり

広範囲に分布しているようだガ、埋没してい

るため真偽、規模等不明点ガ多い。

第仙号三三石墓も埋没しており、かなり大き

い樗百である。本来地表に露出しているとい

木れる点から芸えて、あるいは違う司能院も

あるガ、反面鞍部の最下底部にあることから

害えて埋没しだ可能性もあり、側板石らしい

ものに当ることから一応支石墓としてリスト

アップし疋。 CPL10l 

風観岳の南麓斜面lこ位置する第3のクル

プに属するもので、標高200m~205 mlこ現

存7墓ガ群在する。その中にT基だけ、第2

号支石墓と同様なメンヒ)[，(7)ガあり〔第110

号支右墓〕、各クJレブに1つ¢標式があっ

たと仮定するのは早言十であろうか。

下部構造、夏石江有無¥個数等は不明であ

る。

捧石は， 160 cmx135 cmx50cmのほぼ円形

をした玄武崩で、重量は3099kgである。

CPL11) 

第竹号支石墓と同様な立地、環境にあり、

第3のグループを構成するT基である。この

一群ガ群在する地点の現状は密柑畑で、下部

構造の確認は、密柑の根を痛めるということ

で¥第14号を除いて深<掘り下げることはL仁

めだため、下部構造、支石の有無¥個数等は

切不明である。ぎた、捧石についても同様

で¥現在露出している部分のみの言十測直であ

しかるべき時にきちんと計測すべきるので、

であろう。捧石寸法 150 cmX140 cmx20cm 

石質 玄武岩 重量 1205kg 

CPL12l 

第11号支石墓

第12号支石墓



第13号支右墓 下部構造は、検土叔による確認である。状

況から判断して、精式石棺であろう。支石の

有無、個数等は不明である。

持石の形状l革、第3号sz石墓と似ており、
寸法は200cmx120 cmx20mで列にもれず肩

平である。石質は玄武岩で、重量は約1378同

である。 CPL13)

第14号支石墓 このクJレブの中でただ?っ下部構造ガ明

確なま三石墓である。側板石1枚を残干害してい

る。精式石棺であろう。棺床と思われる部分

にやはり板石ガオ枚あり、民意に敷い疋もの

か、側壁ガ棺内に倒れ込υJだのかはわからな

1，¥。

箱式石棺を埋設する際の掘り方も¥ 部側

板石ガ残存する部分は\側板石に接して東唄~

にまわりこむが、南および西は耕作のだめ壊

されており不明である。

県石は持ち去られている。 CPL14)

風観岳の南麓斜面江標高205mに位置し、 第15号支石墓

鞍部をはさんで第2グループと栂すしている。

このグルフの中で、揮百は200cmX155 

cm x30cm、重量約2224kgと比較的大きい。支

石裏は約25度江傾斜地に構築されている。石

材供給I也である風観岳山]買に 番近い支石墓

である。

昭和4E年2月 県文化課(当時文化財課〕

は¥支石墓群の地形酒量および配置図を作成

すべく調査を実施した。その際、下部構造確

認の疋めこの支石墓を調査し疋。 PL15-1は

その時撮影し芝写真である。

下部構造は¥小さな板状石が痔右と離れて

積んであり¥その問には土ガ堆積していだが

箱式石棺となるであろうということで、その

段階で応調査を中ltしl日状に復しだ。支右

は日周産なもの7伺を確認し疋。

捧石の周囲には剥落した石ガ多く見られだ

ことからして¥構築当時は地表面よりかなり

露出してい疋ものと芸えられる。

出土遺物なし。

(PL15-1、15-2)

的)



第16号支石墓

(22) 

第17号支石墓

V 戸 川 i 叫ぶ色

風観岳の南麓裾に位置し、現別cJ:!田であξ。

草剤乍時に鍬ガ大石に当るという地主さんの惰

報で、その附近を掘り広げだ。巨石ガ2個と

小石2個で群をなしている。巨石は2個と

もいぎまで確認してきた中で最JJゆ部類に属

し、 110cmx84cmx17cm， 106 cmX90cmX20 

mと小さく、ぎた重量も軽い。 (約406旬、

548ドg)

下部構造¥支石の有無、個数等は不明であ

り、疑点は残るガ一応急のだめ1)スト戸ツブ

しだ。 CPL16) 

第7号支石墓とほんじt数センチメ トJしし

か離れていない。第7号支石墓を写真撮震の

疋め清掃中に発見しだもので、枯葉、腐葉土

に埋もれ、ツタ¥力ヅラ等江植物が繁茂して

いて¥分布謂査ガできずに発見されなかっだ

ものであろう。

標高約200mの草安部|こ東面する斜面に構築

されており、下部構造はこのグルブを形成

している第5号、第6号、第7号三E石墓等の

状況からして¥同様な箱式石棺と考えられ、

さらにその上にJJ¥板石を積みあげて蓋石とし

疋構造ではないガと思われる。

支石も固数は不明であるが確認できる。

揮石は風観岳支石墓群の一般的な玄武岩で

楕円形の形状を呈し¥寸法は202.5cmx140

cmx22cmで、重量は1790kgである。肩平な石

毛堂使用しているので比較的軽い。第7号支石

墓と並到している様を眺めるのは伺とも言い

ようガなく圧感であξ。並列している支石墓

は、風観岳支石墓群においては初例である。

将来まで大事に保存しだい支石墓である。

第7号支石墓打石との聞から二じ器片ガT点、

出土し疋。 CPL17-1， 17-2) 

いまぎで確認してきだ風観岳夏石墓群は、

最底でも2墓、普通だと数基以上かたまって

ひとつの群を構成しているのに¥第18号支石

墓は1基だけ飛び離れて存する。地形的には

鞍部の一番下にあり、すぐ傍をJJ引|力涜机る。

風観岳9.石墓群の構成からみて¥単に1基

だけの葎在は考えにくく、附近に他にあるか

あるいはあったかも知れない。

千事百は、いままでのものの中で番大きく

ま芝、重量も番重い。石質はやはり玄武岩

と思われる。 CPL18) 

1F 

第18号支石墓



第19号支石墓 揮石はすでに除去されてない。地主さんの

情報を基に畑を掘り¥下部構造だけが遺存し

ているのを撲出しと。小板石を積んで蓋石と

している点は他の麦石墓の場合と同じで¥石

と石の隙間に空間ガあることからみて、多分

箱式石棺であろう。

すぐ近くに1m位の石ガあるが¥あるいは

この石ガJ享百であつだのかも知れなG¥。これ

らは全部埋没しており、土の娃積は南に深く

収っていく。

CPL19) 

第20号支石墓 第19号支石墓と同じ畑中にあり至近距離に

位置する。これも第19雪支石墓同様¥地主さ

んの情報により確認しだ。地表下約30m位で

埠石にあたる。捧石周辺の集石状況等からみ

て、下部構造はやはり箱式石棺と考えられ¥

可能性tJ強日。支石の南無¥個数等l立不明。

この胞を含めだ周辺の畑には¥ガなり多く

の三玉石墓ガ得在していたと考えられる。現存

するものは僅か5墓しかないが、畑全部を調

査守ればあるいはもっと沢山の基数ガ確認で

きるものと思われる。畑の周囲¥目王、側j毒

石垣寺に支石墓の石材と菩えられるものガ多

数使用されており、この革安部だけでも挺定約

40~5C基以上の豆石墓15構築されてい芝もの

と思われる。

昭和45年発見当時|革、高所刀ら鞍部の 望

ガできだガ¥現在では各畑に杉檀等の檀林

ガなされ、視界を防げている。現在、畑のま

ま残っているのは僅か3筆だけであるが， 2 

~3年のうちには同様に植林されると聞く。

従って、 2~3年のうちに第2次の緊急健認

調査を実施し¥明確に実態を把握す合叫嬰が

ある。



第1受石墓

所在地 諌阜市破篭井町1(削

地目(現状〉 畑地(荒地〉

主地所育者 岸沖太郎

!~:石 寸法 125x125x1tim

形状方形

石質玄武岩

重量 672.66kg 

下部構造種類 箱式石棺板石1枚残存(どの百扮力利ID

寸法 7CTn 

夏石無

特記事項 畑開墾の際、露出し芝もの

)
 
a句。ι( 

PL 1-1 第T号変石墓 ・南西側面 PL 1-2 同在



PL2-1 第2号吏石墓 -正面

第2号支石墓

所手E地 諌阜市破篭芥町1(氾9

胞目〈現状) 畑地(子百地)

土地所有者 岸沖太郎

簿石 寸法 160x90x4加n

形状万形

石質玄武岩

重221653.12kg 

下部1膏造種類稽式石棺

寸法 40x5Cbn 

支石 無

持記事項 畑周辺の侵界に多数の板石あり

メンヒ)[.，{'n

PL2-2 同側面

j
 

p
hu
 

qζ (
 



第3号支石墓

所在地 諌早市破篭7ヰ町1007

旭日(現状) 畑地(焔)

土泡所有者 荒木作蔵

簿石 寸法 160x210x3加n

形状 長方形
一一
石質玄武岩

重量 2印2.96k呂

下部構造 種類 土I広

寸法判Ox4仇m

特徴 長方形
-、、 a日 PL3-1 第310-豆色墓 ・5掌石

111、r.II

:sz石 41国

特記事項 850発掘議資

位。

PL3-2 同筒面



第4号変石墓

所在地 譲旦市m篭井町1∞3
泊目(現状) 畑胞(畑)

土地所育者 際田康

j掌百 寸法 160x210x3加n(鮭定)

形状長方形{切

石賀 玄武岩{令

重量 1003.2kg(令

て部荷造種類箱式石摺q

~石宵'7)-四〉

特記事項 1~~板るははずされ、畑の石I亘に使用されて

いる

PL3-3 第3号吏石寒・土拡 PL4第4号吏石室



.ー-

第5号ヨミ石墓

所在地 諌阜市破篭井町1002第1

地目(現状) 原野 (雑木称〉

土地所有者 藤田康

揮百 寸法 2∞x150x3加n
形状円形

石質玄武岩

重量 2日3.()<g

下部情造種類箔式石棺

寸法竹Ox55cm

支石不明

特記事項 停石は怠<怠って、下部構造だけ残停

)
 

自

υ
n1r (
 

PL5-1 第5号豆石墓・下部信造 〈北東より)

PL5-2 第53支石墓 ・下部情造 (東南より〉



第6号~石墓

所在地 諌早市破篭井町1C氾2第2

地目(現状) 山綜(縫不株)

土他所育者 E菱自康

J掌5 寸法 130 x1∞x221α1 
形状構同形

石賀玄武岩

重型 820.82kg 

下部信造穫類箱式石稽

支石無

特記事項 S45発見、滅失

(上・在)PL6-1 第6雪支石墓 ・東側面

〈上・石)PL6-2 第6号夏石墓 .1掌石

(下 ) PL6-3第6号支石墓・下部情

造(南より〉

(29) 



~7号受石墓

所在地 諌阜市倣篭芥町T∞1口第2
地目(現状) 山林(荒地)

よ地所有者 山口鶴縫

r~i5 寸法 190x130x35an 

形状 長方形

石質 y;:武岩

重量 2481.12kg 

下部構造語類 箱式石棺

寸法 ?∞x55an 
特償板石木口積の天打

安石無

特記事項 治式石棺は東南の一角を残すのゐ

j撃石直下より雪量(破片〉出工

(30) 

呈〕

匹
一
駅

周

右
3

B
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第

P
在

PL7-1 第7号夏石墓 ・下部構造 Pし7-2 同在 ドL7-4 司向1~1白 砂





第8号支石墓

所在地 設阜市破篭井町硯石1001のイ

地目(現状) 畑地(杉椋〉

工地所育者 中島正一

1箪石 寸元~ 1閃x160x2加n

形状鳴戸17ヲ形

石質玄武岩

重費 1469.44kg

下部情造種類土1広

寸法 185 x 150an 

支石無

特記事I頁 850発掘調査
PL8-3 同 -土11五

(32) 

PL8-1 第8号支石墨・磐石

PL8-2 同・南西側面



第9号受石墓

所在地 諌阜市蔵篭井町硯石t∞1のイ
i也自(現状〉 畑lt!!(杉綜〕

工地所育者 中島正一

鋒百 寸法 210x170 x勾αn

形状三角形

石質玄武岩

重~ 4405.74kg 

下2s荷造種類不明

支石 2個

特記事項 拷石の問園清婦中丹塗霊破片採集

PL9-1 第9号吏石墓 ・揮石

PL9-2 司・豆石



圃・・・・・・圃・・.

第旬号3定石墓 第竹号受石墓

所在地 諌阜市破篭井町硯石1001のイ 所在地 授阜市破篭井町1016

地目 (現状〉 畑ltll(杉林〉 地目(現状) 畑地(密柑畑)

土地所有者 申島正一 主地所有者 岸村夫

j掌百 寸法 280x170 x2加n J掌石 寸法 ?印x135x5伽

形状 埋没のため不明〈万形に近し) 形状円形

石質 :E武岩 石質玄武岩

重量 3825.14kg 重璽 3ω9泳g

下部荷造種類稽式石信 下部街並主 種類不明

:sz石不明 支石不明

特記事項 附近一得|こ点在する

i
 

a
n
uy 

n4u
 
(
 

PL10第叩号室E石墓 Pし竹 第刊号吏石墓



第12号5z石墓 第13号支石纂

所在旭 諌阜市破篭井町1016 所在員2 諌阜市破篭井町1016

地目 (現状〉 畑地(畑〉 地目 (現状〉 畑地(密柑畑〕

主地所育者 岸村夫 土地所育者 岸村夫

I掌石 寸法 150x140x2伽n 1讐石 寸法 2∞x120x2伽n
形状構円形 形状楕同形

石質主E武岩 石質玄武岩

重量 1205 .4kg 重量 1377.飲g

下部構造 覆類不明 下部椅造種類箱式石僧

支石 不明 受石不明

PL12第12号吏石墓 PL13第13雪吏石墓

)
 
5
 
3
 
(
 



実14~sz石墓

所花池 設阜市破篭井町1016

地目 (現状〉 畑地(密相対D)

土地所有者 岸村文

下部椅造硬類稽式石棺

特記事演 iIlU板石T校、棺閑切のみ妓得

(3砂

PL14第14号吏石墓

-・・』

第15-ssz石主主
所在;包 諌tFm~夜屯井町1015~誇?

胞白 (現1犬〕 原野(沼柑畑)

土地n庁街者 岸 付文

J挙も 、二jみ 2∞x1:J5x3加n
形状穐円形

石質 玄武再

拘
一
酬

2
一石

川
一式

包
一
精

霊

一説

章
一
通治山崎部下

5<.石不坊

汚記事l員 SL16・2部調査

PL 15-1 第15号豆石墓(昭和45ff録影)



PL15-2 第15号交石纂(昭相50年撮影)

第16号支石墓

所任地 諌早市破篭井町1016

地目(現状〉 畑地(畑)

主他所有者 j岸何夫

揮百 寸法①110x倒x17'α1②106x90x2加n

形状①街円形 ②僑月形

石質①玄武岩 ②玄武岩

重量①450.82kg

下部情這穫類¢不明

支モコ ①不明

同

一
7
一明

日

一不

②

一②

②不明

。7)

PL16第16号豆石墓



(38) 

圃・・・・・・・

第17雪受石塞

所在地 譲阜市破篭井町1001口第2

地目(現状〕 山称(荒地)

主地所南省 山口鶴雄

簿石 寸法 202.5x140X 22011 

形状婿円形

石質 y;_武岩

重量 1790.02kg 

下部情造種類穏式石棺

受石育(個数不明〕

PL17-1 第17呈吏石墓(奥〉と第7号吏石纂(手前〉

PL 17-2 第17雪支石墓(在〉と第7号吏石墓(右〉



-

旭日 (現状〕 山初 (杉林〉

岸 村夫

寸法 2凶x183x5加n

形状構円形

石質 玄武岩

工j也所育者

j事石

ρL18第18号支石墓

第19号支石墓

所在iI!l 諌阜市破篭井町1003

地目(現状〕 畑地(畑〕

エ地所湾省 藤田康

)
 

0
3
 

内

d
d(
 

下部僑造種類精式石摺

PL19第19号支石墓



第20号夏石墓

所在員E 諌阜市叡EZ兵町10白

地目(現状) 畑Jtgcm:) 
康田康工地所有者

簿石 す法 180 x 120 x5():;m 

形状惰円形

)
 
nu 
an喝(
 

PL20第20号吏石墓



T 確定的なもの 2 不確定なもの

制)

戸ig6 支石墓集計表



(4司

第101号支石墓 風観岳支石墓群の内、第101号~第115号

支石墓については支石墓とし百三確実である

ガ、語句は従来通りの用語を使用することに

する。

風観岳支石墓群B地点の2墓(第101号~

第102号支石墓〕中T墓で、 E設観岳の尾根上

の標高約200mの南斜面上に位置している。

附近 帯にはま三石墓控石大の石材〔玄武岩〕

ガ多く露頭している。ム刊犬は1曾林である。

第101号支石墓の捧百は、需平で駒形の形

状を呈している。石霊童は3?;武岩で約1117kgの

重量ガ推定される。支石、及び下部構造は確

認出来ず不明である。 CPL101 ) 

第102号支石墓 同じ<B地点に存在し、第101号支石墓か

ら北ヘ約30m程離れだ標高200mの南斜面上

に位置する。現状は槍林である。

捧石は106cmx84cmx33mの長方形状を呈

し、玄武岩で重量は約844kgと推定されるO

f掌石下に拳大の支石と考えられるものをT個

確認しだが、下部構造についての詳細は不明

である。 CPL102) 

風観岳支石墓群A地点に存在する第102号第103号支石墓

~第115号支石墓についても、 B地点と同様

な要素を会んでいるので不確実芯支石墓とし

て列記する。

第103号支石墓は¥風観岳・腹部の標高約

210 mの南斜面上に位置している。第3号支

石墓から約20m西方にあり¥第小2・3号lこ隣

援している。現在捧石は無く、下部構造は板

石状の立石と思われるものを確認しだ。箱式

石棺の可能性も強いガ詳細は不明である。

CPし103) 

風観岳の鞍部をはさんで西南方に山陵があ第104号支石墓

る。その標rq]約215mではだらかな北斜面よ

に位置する。第104号と第105号は接するよ

うに葎在し、その支右墓周辺の畑地より縄文

時代晩期の土器片、量U片石器等を多数表採し

だ。雑木林中に支石墓は存在し、1tIlに3?;武岩

の露頭がみられる。

捧己は、(ま(ま方売を呈し、玄武岩で重量約

915 kgと推定されるO 三玉石と思われるものが

大小2個確認されだが、下部構造についての

詳細は明らかでない。 CPL104) 



「る第105号支石墓 第104号と接して存在している。

J事百l革、若干傾いているが楕円町拡を呈し、

玄武岩で重量は約945kgと推定される。下部

構造は明らかでなく、支石と思われるものガ

2j固確認されるが詳細は不明である。

CPL 105) 

第106号支石墓 向様に山陵のなだらかな南斜面ょに位置し

標高約引2mである。

この三五百墓のj嘗百は無く¥斜めに倒れ疋状

態ι板状石ガ2枚積出され芝ガ¥支石墓の下
部構造としては疑わしい。 CPし106) 

第106号支石墓と同様の山陵東斜面仁位置第107号支石墓

し、現状は破篭井町有林で雑木力漁っている。

肩平な板状石が2枚重って発売されたが、

当初から重ねられずり落ちだのか、それとも

入荷ilIJ，或は自然的要因で結果的にこの状況

が生じたのかは現状においては明らかでも"¥，

t由形的!と白から東ヘ傾斜するが、上下2枚共

それと同様な傾きを示している。

下部の主撃ちは、肩平で駒形の形状を呈し、

重量約1330kgと推定される。支石と思われる

ものは不明であるガ、下部構造はボ 1)ンゲ

の結巣からして箱式右棺の可能性ガ菩えられ

る。 CPL1日7)

風観岳・鞍部のなだらかな標高約204mの第108号支石墓

北斜面上に位置し、周囲には第4号~10号、

17、旬、 20号支石墓群ガ集中的に存在する

角に当る。第4.5号夏石墓より距離的lご約

7 m{立しか離れていない。現状は畑地である。

現在埠百は消失しているガ、ボ リングの

結果下部構造については箱式石棺の可能性ガ

考えられる。

(43) 



、問?

第109号支石墓 風観岳噴部から南西の山陵東斜面上の標

高約215m~ 205 mにかけてなだらかに傾斜

している。その傾斜面には支石墓として確認

出来得る様相を示すものガ、担当数存在する

ちのと思むれる。(確認調査の長却皆においては

時間的な都合により大部分末踏査である。〉

第109号支石墓は、この地区全域を含め定

総称として付けだものである。 CPL109) 

第110号支石墓 m観岳の鞍部にかけての南斜面上に位置し
標高約201.5mである。周囲|こは第刊号~15~

(44) 支石墓ガ集中している。子害δガ立石しだ状態

であるガ、メンヒルとしての性格を持つもの

かどうかは不明である。第2号支石墓の埠石

立石状況との関連等を十分考慮する必要性ガ

あると考えられる。定だ¥こ¢第110呈につ

いては¥立石のすぐ東則に現在側溝ガ北から

南ヘガけて走っており、側溝掘削の際に人為

的に立石状態にし芝可能し生ガ強く感じEれる。

しかし、重量にして約2000kg(現表出面で〉

あると推定されるので相当数の人力ガω要と
芸えられる。

3事石は¥五角形状を呈し、立百のすぐ西側

て数ケ所板石と思われるものを礎認しだガ¥

下部構造としての状況は不明である。

CPL刊日〕

風観岳の酉斜面上標高約200mlこ位置し¥ 第111号支石墓

北東の方向に縦位置に並んで2宴発男されだ。

傾斜面の上側を第111号¥下側を第112号支

石墓とする。直線距離にして第ア号支石墓ま

で東南へ約7釦 m.第3号支石墓まで東ヘ約

100 m程離れた地点にある。

3事百|話、扇平で三角形状を呈し、玄武岩で

重量は約134C同を推定できる。下部構造につ

いては明らかではない。 CPL111 ) 

同じく接する様に縦位置に並んだ下側ガ、 第112号支石墓

第112号支石墓である。

場百は、第111号に比して小さく¥重量も

約589kgと推定され、玄武岩質で方形状を呈

している。下部樟造については不明である。

CPL 112) 



第113号支石墓 第111号、竹2号と同様な地形的位置にあ

り、それよりも南へ約5C州立離れている。現

状は檀称で¥すぐ横を側溝ガ北東にかけ走っ

ている。

3事石は、巨石で約80cmの肥厚を持ち¥五角

形状を呈している。重量は約5933kgと推定さ

れ玄武岩質である。下部構造については不明

である。

CPし竹3)

第114号支石墓 風観岳の較部を挟んだ南西の山陵で、なだ

らか|こ傾斜する北斜面の標高約212mに第竹

4号と第竹5号支石警は、近接して位置して

いる。ム到犬は雑木林で、第114号は山道と畑

地との境のこんもりしだ部分に存る。

3事百は、巨石で因子形状を呈し、'O.武岩質

で重量約2497同と推定される。下部構造につ

いては明らかでない。 CPL114) 

第114号から西ヘ約7mの近距離にあり、 第115号支石墓
現状は雑木林である。

J掌石〈士形状は三角形で、重量約2575kgと推

定される。玄武岩質である。下部構造につい

ては明らかでない。 C捧右上に乗っている石

は後世に乗ゼられだものである。〕

CPL115) 

(45) 

ト|



第101号支石墓 第102号受石墓

所在地 大村市中里悠字干部481-4 所在胞 大将市中里郷字干部481-4

地目(現状) 山車本(総称〉 旭日(現状〉 山革本(絵綜)

土地所育者 倖将夫 土胞所有者 岸利夫

j掌石 寸法 141 x138 x20cm 揮E 寸法 106 x84 x33an 

形状翻形 形状長方形

石質 玄武岩 石質玄武岩

重量竹16.印kg 重費制3.3kg

下部情遥種類不明 下部街道 種類不明

夏石不明 支石育 C1i国)

(46) 

PL 101 第101雪支石墓 PL 102 第102号豆石墓

.‘』



第103~支石墓

所在i包 諌阜市破篭井町10凶

地目(現状) 畑地(俗称)

土地所有者 荒木定市

下部情造語類精式石信(引

第104号支石墓

所在地 大村市今村郷字高野1577
地目(現状〉 畑地(畑〕

ヰ地所育者 藤田敏行

j掌百 寸法 95x78x43an

形状万形

石賀玄武岩

重量 914.47kg
下部情造彊類不明

支石育 (21固)

PL 104 第104号支石墓

第105雪:sz石墓

所在旭 大村市今村郷字高野1577
地目(現状) 畑胞(畑〉

土問所育者 草案田敏行

浮石 寸法竹Ox68x44an

形状 構円形

石質玄武岩

重量 944.57kg 

下部情造種類不明

:sz石 育 (2個〉

PL 105 第105号安石墓

)
 
7
 
4
 
(
 

-圃



第106号支石墓

所在地 諌阜市破篭井町971

第107号:sz石墓

所在飽 諌阜市破篭井町971

地目(現状〕 原野(縫穴杯〉

工地所育者 破筒井町

海石 寸法①162x93x16αn②172.5 x 130 x22an 

石質①玄武岩 ②玄武岩

惣目(現状〉 原野(雑木林〕

工地所青香 破篭井町

下部僑造種類不明

特記事項 板状立石1校

重量①1329.73kg

第108号受石墓

所存地 採皐市破篭井5lJ1∞2第1
ltIl日(現状) 原野(畑〉

j:tt!!pfr育者 除白秋義

下部五毒造 権支貢 穏式石智令

②1415.91kg 

下Bs錆造浸煩渇式石信¥?)

)
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4
 
(
 

PL 106 第106号受石墓

圃・・』ー・

PL 107 第107号支石墓



第109雪夏石墾

所在t也 大将市今村郷字高野1578

地目〈現状〉 畑地(密柑畑)

土地所育者 富田清二

特記事項 附近一得に数墨群集すξょうだが未確認

PL109 第109号夏石墓

第1 10号~D幕

所任地 言電皐市破篭井町1016

地目(現状〉 畑地〈密布畑)

土地所育者 岸将夫

i掌石 づ法 186x103x35an 

石質 叉武芸;

重量 1924.42kg 

下ffi借治産類不明

~';i記事環 メンヒ}["{'i'1

)
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PL 110 第竹O号:5ZD墓



第111号受石墓

所在地 穴州市中里郷字千部491

地目 (現状) 畑地(松林)

主地所有者 藤田秋義

j掌石 寸法 203x竹5x20αn

形状三角形

石民玄武岩

露骨量 1340依g

下部情造種類不明

三三石 不明

(50) 

.‘』

第112号5i.七墓
所在I也 大村市中望郷す平flil491

泡自〔現状〉 畑18(絵椋〉

土地所育者 膝田秋義

J亨石 寸活 95x83x2伽n

形状万形

石質 主主武岩

霊室5&3拍くg

下部構造 積怨不明

受色 不明

PL1刊 第111をき吏有望 PL刊2 第112号受石墓(手前ガ112号〉



第竹3号支石墓

所在地 大村市中里郷千部492

ll!l目(現状) 畑地(絵林)

土地所育者 平原安馬

j掌石 寸法 170 x152 x8伽n

形状五角形

石質玄武岩

重畳 5932.86k8 

下部構造謹類不明

支石不明

PL竹3 第113号支主主事

第竹4号交石墓

所在地 大村市中望郷字干!ls1571

地目(現状) UJ，t，本 (雑木綿〉

土ll!l所奇雪 村崎昭縫

1掌石 寸法 150x116x5加n

形状団手形

石質玄武岩

重質 2496.91くE
卜部精道種類不明

支石 不明

)
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PL竹A 第11L1号夏石募
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第竹53~石墓

所在的 大材育中望郷字子部1575

地目(現状〉 山林 C雑木林)

土地所育者 清水路

j掌石 寸法 178 x 140x36an 

形状三角形

石t君主E武岩

重量 2574.73kg 

下部情造種類不明

5.2石不明

(52) 

PL刊5 第竹5号支石墓

5遺物
①は第8号豆石墓の土拡内から出土しだハ①石器

リ質安山岩製の剥片で、半分欠損している。

②は第7号支石墓揮石下より出土し疋玄武

岩製の属平打製石斧で、先端部を残し欠損し

ているが、その裏面に巾1.500で横位置に塵滅

し疋状態ガ観察され、一橿の農耕異としての

用途ガ害えられる。夜臼式の童形工器と共に

探集されだ。

③~⑪は第104号吏石墓周辺で、直臼式の

工器と共に他にも黒耀石製の小形石核、石錦、

剥片等多数採集されている。@⑪は第7号支

石墓周辺で、同僚に夜臼式の土器片と共に採

集されている。

@は縦長剥片の→則縁に刃こぼれが顕著に

みられる 打理部を欠損している局、詳細は

不明であるガ、樋状剥離と思われる景リ離ガ2

条入っており、彫器と菩えだい。

@は掻器で、③~⑪は削器的な機能ガ害え

られる。特(こ③は一側縁辺に刃こぼれが顕著

にみられ、先端部は小かい謂整をしている。

⑫は剥片である。以上③~⑫は良質の黒耀

石製である。 CFig7、PLN)

璽に合後、周辺の踏査ガ進めば、より明ら

かになると思われる。
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②土器 今回の調査で出土しだ副葬日は¥図示しだ

若干¢共献用査以外には発見されず、この橿

の漬墓の特徴をよく示している。

1 CF i g 8 -1， P L v -1)は¥第7号

支百事下より出土しだもので、推定高15cmJ立の小

形重である。輔積み手法を明聞こ残していξ。

直線的な頭部ガ口縁でやや外反し、胴は頭

部との接合部より大きく外に張り出す。外壁

はヘヲによりllJl麿調整をされている。

2CFig 8-2、PLv-2Jは歪頚部であξ。

全面に朱ガ見うれ、外壁のヨコヘラ調整痕ガ

明瞭である。 2m内外の粘土南で形成する。

3CFig8-3、PLv-3Jは吉田弘住吉民主
5cm。色調は湖間色、泊二仁にIJ ¥百英犯と雲田を

若干会む。 7号支石墓下出主であるが、オと

はE引固体である。

4CFigg-4， PLv-4Jは警口辺自[¥，白縁

下8則こ突帯をR師い等「都南の深い刻目を上

に施す。色調は黒渇色。焼成は良立主である。

5CFigg-5、PLv-5Jは聾底部。円盤目占

付けで、胸部との接合部には¥指頭による押

圧}震を残す。色調は外壁薄渇色で、 部に焼

成時燥を残す。内壁は黄褐色。胎土には良質

の粘土を用い¥中に若干の石英粗と雲白を含

む。外壁は、ハケで薄くヨコナテを行う。

ー守

3 
;2fo鴫

Fig 8 土器実測図
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r-~ 
弁崎支石墓出土何事山伝氏蔵)

工二1

7 

色調築禍色

胎土に'J<砂粒を含む

頭部と胴部の墳にヘラ先

によりヱ条のA殺を施文

Figg 土器実測図

6CFigg-6、PLV-6)宅重要底部である。

胎士、色調、成形技法とも5に酷似している。

以上の内、 2は9号支石墓下よりの出こ仁で

あり、 4は104号叶近、 5，61高7号支石墨附

近の表採資料である。従って、明確な供献資

料|話、 1・2.3、のみというごとになる。
"1 

以上の土器は所講夜臼式士器仁比定される土器の時期

ものであろうが、什こついては、胴部のつよ

い張り出し、洗練された形状等もあり、合わ

せて復臼式土器そのものの定義についても合

後の課題とし疋い。

フCFigg-7lは長崎県小長井町井崎出土井崎支右墓出土土器

の重である。昭和8年、鉄道工事に際し、箱

式右棺を一下部構造とする支石墓内より発見さ

れ疋と言う。

宣はほぼ完形で、高さ11.8mを言十る。底部

ガ厚く、又頚部と胸部の境は内皇室!こ於いて明

確な段ガ見られる。板付II式ごと閣されよう。
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6考察 わが国に於ける夏石墓ガ、韓国で言う南方
註1

式5玉石墓第III類に相当する種類刀ものである

という事は現在では周知の事実であり、そし

てこれらの漬墓ガ、主に西北九州海岸部C分

布し、他地域へは十分浸透しなかっ定事もよ

く知られている。

今回調査しだ風観岳支石塞群も、やはり同

様な条件を備えているといえよう。

支石墓群の構成 本支石墓群は、確認されだ結果よりみる

と現時点ではA、巳地点にわかれ、この内

A地点は¥各々1C墓前後で3つのヴ)[， ブに
註2

分かれるようである。 CFi呂21そして、こ

倒 れらのゲJレブはそれぞれ至近距離で構成さ

れ、これら墳墓群の築かれだ立地と蓄え合わ

せても、明確にこの地ガ、狭範囲に限定され

た墓地として利用されだことを示している。

擦石 表 Iにある如〈、大体径180x 160 15 般

的である。只¥風観岳〔日野見岳〕を中Jωと
する山中 帯仁は¥捧石となる玄武岩が多く

註3
露頭レ、その選別¥運搬にはさヨまど苦労は無

かったものと思われる。

支石 調査した2慕の分については、第3号で4

個ガ認められるが¥第8号では認められない。

又、箱式石棺を下部構造とする第1号、及び

第6号については叙個の支石らしきものが見

受けられるが詳細は不明である。

1大吉日分の麦石墓ガ通常数個の支石を持つの
註4

に対し、このように、支石の無い伊jも指摘さ

れており、これらの橿のものlニ南方式第 I
註5

類、及び第Il類の分類ガされている。

下部構造|正、箱式右棺と土jQ;墓ガ主であり下部構造

本遺跡においては、他の種類は会まれていな

し¥。

箱式石棺を下部とすξ場合は、右棺ょにぎ

ず数枚の板石をのせて蓋石とし¥その土に支

石を置き、最後に捧石をのせる。 C第T号、

第6号〕 石棺自同d:未調査の潟、その平面

形ガ明らかでないガ、このような形は¥唐津
註巴 註7 ，，2 

市・守三木瀬戸口・長崎県呈巴原大野台狸
註白註叩 註刊
山・井崎原山等でよく知られる型式である。

今回調査した、第 3号、第 8号の2基につ

いては土i広であっ芝、 CFi耳4・PL3、Fig5

PL81 この場合には、:tJ.広よを覆う 次的

な蓋石ガ見られない。持箔ガ直接境体¢呆護

を兼ねているものとも理解し得るが、同時仁、

且つては木蓋等の存在も菩慮(ご入れる必要も

あろう。なあ、土土広の形l耳、第3告は長方形

と認められるが¥第8号は明確でない。土I広

を下部構造とする場合、円形、あるいは長楕
註12

円形のものガ、 般的であるガ、第3号の場

一ー『ー
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ていない。石1m副d:表採資料であり、石斧は7

号下出工であるが、前出の如く蝿乱の疑いガ

合、やや特殊ということになる。

百主については、その存在について、旦つ
註13

て幾つかの論評もあるガ、もともと北方式支

釘土

あり¥何れもilU葬昂として理解するには無理

がある。

以上ガ本支石墓群にみられる特徴である。

調査の主体ガ、あくぎで早急な「支石墓の確

認」にあり、又¥僅か2基の調査で、他の墳

石墓はもとより、南方式においても、その捧

右ガ下部構造の被護の意と共に、むしろ標式
註14

的な存在として理解されている所からも、埋

葬時には、持宅はすでに露頭してい疋ものと

墓形態との共i半関係ガ不明である為¥未だ遺思われる。

土器の頂で述べだよう仁、確実にそれとし 跡の実体は不明と言わざるを得ないガ、損壊liiU葬畠

されだ分を合わせると、少なく共4基以」二のて認められるのは、 3事石下出工の3片の童形

規模を持つ蹟墓群であっ定事は間耀L沌Eい。主器のみである。只、 7号下で2個分の畳片

(印)風観岳支石墓群の在り

方

この種の墳墓築造ガ¥何如にその石材運搬

に育利な地であろうと¥到底素キトな血縁集団

7号の横にはり号が並

列して埋置されており、又7号下北側には後

が発見されているが、

世の溝ガ走るなど撞乱気昧である所ガら、 1と

わかに21固共7号に属するものとは断定出来 による、埋葬に付する観念のみによる所産と

|正考え難いものがある。そこには、ある程度

の経済基盤を持つ、 つの「ムラ」の存在ガ

考えられるだろう。

先に述べ定3つのグJlノブは、それぞれ時

ない。なお、遺物の出土状況は、:t!広内出土

では無く、捧石下よりのものである事も留意

する助要がある。副葬臼というよりも、 i皇置

後、供献の巨的で置かれた可能性の万ガ強い

期的に異なるゲルブでは無〈、時間的には

並行しながら築かれ疋印縁集団の所産ではな

いかと者えられる。つまり、最EJ;3世帯以上

で構成されだ「ムラJの共同作業として築か

れたのが、この風観岳三三石墓群であつだので

のではなかろうか。

こ¢也、 2本の打製石銀、什固の儒平打製

石斧ガ見つかっている。福閣県糸島郡志登支
註15

石墓群で出土しだ¥柳葉形磨製右iiI!Aガ、韓国

に於ける代表的な支石塞国」葬昂として知られ

ー

はなかろうか。るガ、本遺跡では¥この種のものは見つガつ

、々ノ
2
4
1
ρ
之、シみ〈九三宮
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只、所謂、 「ムラ」の「長」などガ存在し、

彼に対して特別な施設等を催けだかは¥現時

点では判然としない。

本遺跡策造者の生活地 わガ国の5玉石墓ガ、聾国からの伝搬である

事は言うまでもないが¥彼の地に於ける支石

墓社会ガ、農耕を生産基盤とするi也縁的な共
自宅17

同社会であつだ事は疑いの無い事実であろう。

そして¥西北九州に於ける晩期農耕論、及

び前述した、相当な労力を必要とする墳墓築

造等を考え合わせると、直接的な資料|こは乏

しいガ、やはり本支石墓群の築造者も、農耕

を生活基盤とする生産社会を構成していだ事

ガ知られる。

その生活祉については、立地的に、この附

近は適さず、従って、他に求める必要がある。

沼利49~5[年にかけて県教委ガ調査し芝、
dl1P 

諌早市破篭井町峰ノ原遺跡において¥腕期II

式の土器に混って¥突帝文土器ガ数点出ヰし

ているガ、佼臼耳目(刀包含層を男つけるには至

ってし1ないし、同期の土器多く出土した、多
言引自

民見町伊木力川遺跡についても¥河川によ

る縄吉しガあって¥その実体は不明である。

これらの漬0，'1咋には、現在、農耕を前提と

する晩期遺跡ガ町近に見当らず、この点に関

しては¥今後刀資料待ちという事|こなる。

朝鮮半島に於ける支石墓出現の時期は、北支石墓渡来の時期

方式でBC8世紀¥南方式でBC7世紀頃|ご

比定され¥その終末は、 BC3-2世紀に比
註20

定されている。又、これに対して漢の「楽浪

郡設置」という政治的な動向1了、支石墓社会
言主日

を生んだとする説ガあり¥これらの意見|こは

相当の開きガ感じられる。

この点に関しては¥断定出来得る資料もな

いが¥いずれにせよ¥縄文腕期終末頃、農耕

を伴った支石墓社会の人達ガ断続的|こわ尤国

に渡来し芝ことだけは間違いない。この原因

を政治白~Id圧迫に求めるか\又は当時内在し

た経済T担矛盾等|こよξ腎石によるちのかという

問題については、今後の課題となろう。

この渡来の波|草、麿津市周辺、及び長崎県

北部、及び南部に、あまり時間的な先後関係

はなく押し寄せ疋ものと思われる。

この後、麿津市周辺のものは¥恵まれ注水

稲後背地のもと|こ¥在来の縄文人と融合し¥

弥生文化を生み、順調な発展をみるガ、後者

は、人口をささえるだけの後青地をも疋なか

っ芝潟¥後続する事なく崩壊してしぎつだも

のと害えられる。

籾の圧痕のついた二ヒ器と出土し定事で、直

接的な農耕の痕跡を示している原山遺跡ガ、

一一『・・・・・
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な
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何如なる玲の農耕を持ち、どのような社会構

成であったのか、正式報告書が未刊の現在云

々する事は出来ないガ¥その崩壊に関しては、

人口を支えるだけの経済基盤に乏しかった

ものと思われる。

その後、支石墓は、各地域で¥主体を別に

持つ墳墓群の中に、特異な存在として知られ
註22

る例が多くなるガ、三吉石墓そのものが、弥生

期の主要墓制になる事はなかった。{也の新し

い文物の流入については¥積極的に吸収しだ

在来の人達も、葬制に関しては、極めて保守

的な観念を棄てきれなかっ疋もの己二割判るの

風観岳支石墓群は、こうし芝一連の流の中

で、極めて¥朝鮮半島のそれと似だ形態を育
註23

する、「わ力冒に羽7ξ棚駒麦石墓群」である

事[止論を待芝ないであろう。

開拓と造園ブムの中、支石墓そのものが

失なわれていく中で、未だ¥この遺跡は群と

しての痕跡を残している。その保葎lこついて

は十分な討議と行動ガ求められる。

1j! I 金載元、伊酎抵「開国支石室5ff3í宅~ 1967 

2 m濁F:2での結果による
3 錆'lJ猛史相581953 

斗(竹森貞〉知日「日本におけξ初期お宝石墓.， 1962 

(2YJiEE:富士雄「五島liU島の弥生文化~ 1970 

5 ol4 同掲書

日唐津市史

7 長崎黒教育委員会、「里田原遣問l展_j197E 

B 大野台高獅調査団 「大野白宣跡~ 1974 

9 註4(1伺握書

10 !J ¥長井血請に掲載される予定。現在未刊

11 犯尾国作 叶じ九州吏五墓の研究~ 1957 

12註4(1悶掲書

13註什同信書他

14 ol1同l<i書

15 文仕財保護委員会「志登安石墓群~ 1954 

16 将き臣、霊に支そ三喜数万i畠叩し、宣にヲJレーブガ芸〈な

ると、当然この数もさ5くなる

17西民主正「朝鮮におけξ金寓器E起源巴事 l邸同 日

1967 

18国崎県教青委員会 「諌早jt/Iイ)¥A関弔埋普及化財

調査報告， 1975 

19多良寛司文化問調査報告書藁T集「伊木刀111遺師J

1874 

2C 註11苛掲書

21 三土決男 i調主原始腫墓0:研究~ 1962 

22原田大六 「福岡県石ケ暗江三~iS墓を舎む原始墓地J

害古学雑誌38-4 1852 

大牟日示ロ石教育委員会 「羽山台遺跡u197Eなど

23註斗(11同掲書

(6↑) 
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Fig10 西北九州における麦石墓分布図

分布図 地名表

T 須玖匝ヱド 福岡県春日市

2， !JI囚 福岡県糸島郡北崎小田

3 志登 福岡県糸島郡前原町志登

4 石ケ崎 福岡県糸島郡前原町石ヶ崎

5 朝ヨヨ 福隠県津羽部浮羽町朝団

6 羽山台 福笥県大牟田市大字草木字羽山

7 五反田 佐賀県東松浦郡浜崎玉島町

8 葉山尻

9 字本瀬戸口

10 割石

竹徳須恵

12迫頭

13森田

14 岸高

15 南小路

16 里田原

17 大野台

18狸山

19松原

2C 井崎

21 風観岳

22 景華冨

23 原山

24古関山

25 藤尾

2E 年ノ相

佐賀県唐津市葉山尻

佐賀県唐津市宇木字瀬戸口

佐賀県唐書市鏡字柏崎

佐賀県東松浦郡北波多車編恵

佐賀県唐津市迫頭

佐賀県唐津市亨木井手口

佐賀県唐津市半田岸高
G王l'

佐賀県佐賀市大和町尼寺字南レ'JI路

長崎県北松浦郡田平町里田原

長崎県北松浦郡鹿町町影工免

長崎県北松浦郡佐々町松課税

長崎県北松浦郡宇久町平郷松原

長崎県北高来郡小長井町井崎

長崎県諌阜市下大渡野町破篭井町

大村市中里郷

長崎県鹿原市三会町

長崎県北高来郡北有馬町

熊本県菊池都7ι吉町
熊本県菊池郡旭志町

熊本県玉名郡袋明町年ノ荷

注T 高島官平氏の御教示による

一「
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